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 トランプ大統領が「地球温暖化は詐欺だ」と言って米国がパリ協定を離脱するというニュ

ースが飛び交っていますが、自動車業界では欧州が先行してカーボンニュートラルやカー

ボンフットプリントの規制強化が粛々と進んでいます。 

当社の顧客である自動車部品メーカーからもCO2排出量アンケートやロードマップ策定

に関する要請がちらほら来ています。 

専門用語が多いので一つ一つ説明します。 

 

●地球温暖化ガス（GHG） 

二酸化炭素（CO2）、メタン、一酸化二窒素、ハイドロフルオロカーボン（HFC）、パーフ

ルオロカーボン（PFC）、六フッ化硫黄の 7 種類あり、地球温暖化の度合いに応じて CO2 に

換算して算定されます。 

 

●カーボンニュートラル（CN） 

“CO2 の排出を完全にゼロにする”ことは現実的に難しい。

そのため、排出を減らすことと、排出せざるを得なかった分

を「吸収」したり、「除去」したりすることで、「全体として

ゼロにする」ことを目指しています。「ニュートラル（中立）」

とは差し引きゼロの状態をいいます。 

 

●カーボンフットプリント（CFP） 

原材料の採掘から製品生産、流

通販売、使用、廃棄といった製

品のライフサイクル全体を通

して排出される温室効果ガス

の排出量を CO2 に換算したも

の。（製品単位での CO2 算定が

必要） 

「人間活動が温室効果ガスの排出によって地球環境を踏みつけた足跡」という比喩からき

ており、直訳すると「炭素の足跡」 

  



●SCOPE1,2,3（スコープ ワン，ツー，スリー） 

 

柿原工業の場合、以下のようになります。 

SCOPE1 A 重油：ボイラーの燃料 

軽油：フォークリフト、社有車の燃料 

灯油：ストーブの燃料 

LP ガス：ガスコンロ、ガス乾燥炉の燃料 

フロンガスの漏洩 

SCOPE2 購入電気 

 

一般的に製造業では SCOPE1 と SCOPE２の合計よりも SCOPE3 の方が圧倒的に多い傾

向にあります。 

  



SCOPE３は 15 のカテゴリに分類されます。 

 

柿原工業では、まだ SCOPE３の正確な算定はできていませんが、ざっくり計算すると

SCOPE１，２よりも大幅に多かったです。 

 

ということで、寒くなってきて暖房や蒸気、灯油の消費が増える季節ですので、 

まずは地道に職場の省エネ活動を頑張りましょう。 

 

 

「めっき工場の省エネルギー対策」（東京都環境局） 

https://www.tokyo-

co2down.jp/assets/company/seminar/type/text/mekki_syouene.pdf 

 

 

「塗装工場の省エネルギー対策」（東京都環境局） 

https://www.tokyo-

co2down.jp/assets/company/seminar/type/text/painter.pdf 

 

 

「プラスチック成形工場の環境対応」（松井製作所） 

 

https://matsui.net/column/aiming-for-factor4/2-01/ 
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